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平成21年度追跡調査・評価の実施状況

１．追跡調査の目的、進め方

２．平成21年度の追跡調査結果
・追跡調査の実施状況
・参加企業の実用化率参 業 実用 率
・新たに把握した主な上市・製品化事例(概要)
・追加的な効果(品質、コスト、性能)
・派生技術/技術転用
期待していたメリットと実際に得られたメリット・期待していたメリットと実際に得られたメリット

３．マネジメント向上への示唆
・上市・製品化、非継続・中止事例のケーススタディ上市 製品化、非継続 中止事例のケ ススタディ
・終了時の平均ステージと上市・製品化企業率

４．ホームページでの実用化事例の紹介
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(別紙) 平成21年度追跡調査で新たに把握した主な

上市・製品化事例



１．追跡調査の目的、進め方

ナショナルプロジェクトの成果の広がりを把握するため、企業を中心とした参加機関を対象として、プロジェクト
終了後5年間の追跡調査を実施終了後5年間の追跡調査を実施。

目的 : ①国民に対する説明責任の向上

②業務運営管理の見直し

③技術開発戦略への反映③技術開発戦略 反映

簡易追跡調査 詳細追跡調査 追跡評価
NEDO成果のPR

事前準備 ・上市事例のNEDOホーム
ページ掲載。現状の把握 原因の把握終了時の計画 効果や改善点の把握

企業単位

期間：5年間

頻度：隔年度（１ ３

企業単位

対象：・上市・製品
化した企業 マネジメント向上への活用

方法：・NEDOの自己評価
・研究評価委員会

観点： ・国民への説明責

任／運営管理の見

時期：プロジェクト終
了時

方法：アンケート

・各種委員会資料等

現状の把握 原因の把握終了時の計画 効果や改善点の把握

頻度：隔年度（１，３，
５年後の状況を
調査）

方法：アンケート

・継続的な取組
を中止した企業

方法：アンケート、
必要に応じてヒ

任／運営管理の見
直し／技術開発戦
略への反映

・NEDO職員で教訓を共有。

・運営管理の見直し（マネジ

メントの改善、戦略的事前評

内容：
・継続的取り組みの

有無
・継続テーマ

内容：
・現状段階（研究

、技術開発、製
品化、上市段階)

必要に応じてヒ
アリング

内容：
・短期的アウトカ

ム（上市 製品
○非継続、研究継続
後の中止要因の分析

NEDO内ディスカッショ
ンツール

価の充実）。
継続テ マ

・上市・製品化予定
等

品化、 市段階)
の確認

・公共財的成果
・論文等

ム（上市・製品
化事例、派生
技術、標準化
等）

・マネジメント

後の中止要因の分析

○「プロジェクト別短
期的アウトカム概要
集」

アウトカム調査への活用

・特定分野に絞った詳細な
アウトカム調査
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簡易追跡調査の対象及び回収状況

２．平成21年度の追跡調査結果

簡易追跡調査で、新たに

上市、製品化、実施後中

止が判明した企業 及

対象 状況 企業 大学 独法 その他 計

H15年度
送付数 106 5 1 2 114

簡易追跡調査の対象及び回収状況

追止が判明した企業、及

び、事前準備調査で非継

続が判明した企業を対象

詳細追跡調査を実施

終了
32PJ

回収数 106 5 1 2 114

回収率 100% 100% 100% 100% 100%

H17年度
送付数 292 32 10 7 341

調査票種別 状況

詳細上市
送付数 65

詳細追跡調査の回収状況

に詳細追跡調査を実施。
H17年度

終了
58PJ

回収数 292 32 10 7 341

回収率 100% 100% 100% 100% 100%

H19年度
送付数 119 7 5 3 134

詳細上市・
製品化

回収数 65

回収率 100%

送付数 62簡易追跡調査票
回収数（企業）

517H19年度
終了
19PJ

回収数 119 7 5 3 134

回収率 100% 100% 100% 100% 100%

送付数 517 44 16 12 589

詳細中止 回収数 62

回収率 100%

送付数 5

回収数（企業）
517

内
訳

上市・製品化 65

中止 62

合計
109PJ

送付数 517 44 16 12 589

回収数 517 44 16 12 589

回収率 100% 100% 100% 100% 100%

詳細非継続 回収数 5

回収率 100%

送付数 132

継続中 390

事前準備調査票
回収数（企業） 53

対象 状況 企業 大学 独法 その他 計

事前準備調査の対象及び回収状況 計 回収数 132

回収率 100%

回収数（企業） 53

内
訳

非継続 5

継続 48

3

H20年度
終了
13PJ

送付数 53 2 1 2 58

回収数 53 2 1 2 58

回収率 100% 100% 100% 100% 100%



参加企業の実用化率(上市・製品化率)参加企業 実用化率( 市 製品化率)

平成13～20年度終了プロジェクト参加企業に対する累計
( 1 550)

非継続 24% 3711,400

1,600

(n=1,550)

非継続 24%, 371

中止 16%, 241
1,000

1,200

継続 76%, 1,179
研究・技術開発

45%, 698
600

800

製品化 8%, 123

45%, 698

200

400

実用化率（16%）
上市 8%, 117

0

継続事業の有無 継続事業の現状段階

（終了後5年目までの状況）

実用化率（16%）
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支援
段階 実用

新たに把握した主な上市・製品化事例（概要）（1/4）

分野 プロジェクト名
終了
年度

企業名 開発した技術名 商品（製品）名
上市/
製品化
段階

段階
にお
ける
支援
割合
（割）

性能
向上

コスト
削減

品質
向上

実用
化前
倒し
効果
（年）

バイオマスエネルギ 高 中国電力株式会
新エネ

バイオマスエネルギー高
効率転換技術開発

H17
中国電力株式会
社

石炭・木質バイオマス混焼技術 - 上市 4 ★★ ★★ ★★ 0

新エネ
バイオマスエネルギー高
効率転換技術開発

H17
三菱化学株式会
社

蒸留・膜脱水インテグレートシステム
等

MDIシステム、ダイアメンブレ
ン

製品化 3 ★★★ ★ ★★ 2～

新エネ
バイオマスエネルギー高
効率転換技術開発

H17
メタウォーター株
式会社

下水汚泥のガス化発電技術
下水汚泥ガス化発電システ
ム

製品化 3 ★★ ★ ★ 2

新エネ
太陽光発電システム普及
加速型技術開発

H17 チッソ株式会社
亜鉛還元法による太陽光発電用原
材料の製造技術

未定 製品化 1 ★★ ★ ★ ∞

新エネ
太陽光発電技術研究開
発「先進太陽電池技術研
究開発」

H17
大同メタル工業
株式会社

アンダーカットつきフレネルレンズの
製造技術

ドーム型フレネルレンズ 製品化 7 ★★ ★ ★★ ∞

新エネルギ 技術研究開

新エネ

新エネルギー技術研究開
発/太陽エネルギー新利
用システム技術研究開発
事業

H19
OMソーラー株式
会社

除湿涼房システム OM除湿涼房システム 上市 6 ★★ ★★ ★★ -

新エネルギー技術研究開
発/太陽エネルギ 新利 株式会社エック

太陽熱を利用した冷暖房・給湯集中
システム（太陽熱を熱源とした新吸

太陽熱を利用した冷暖房・給
湯集中システム（太陽熱を熱

新エネ
発/太陽エネルギー新利
用システム技術研究開発
事業

H19
株式会社エック
ス都市研究所

システム（太陽熱を熱源とした新吸
着冷凍機）、太陽熱を利用した給湯・
暖房集中システム（集合住宅向け）

源とした新吸着冷凍機）太陽
熱を利用した給湯・暖房集中
システム（集合住宅向け）

上市 10 ★★★ ★★★ ★★★ 数年

新エネ

新エネルギー技術研究開
発/太陽エネルギー新利
用システム技術研究開発

H19
株式会社大阪テ
クノクラート

高効率ソーラーコレクター
高効率平板式大型ソーラー
コレクター STC 12 STC 6

上市 1 ★★ ★★ ★ ∞
用システム技術研究開発
事業

クノクラート コレクター STC-12 , STC-6

省エネ
エネルギー使用合理化海
洋資源活用システム開発

H15
株式会社環境総
合テクノス

深層水の大量利用環境影響評価技
術

成果をとりまとめ図書として
分担出版。（①海洋深層水の
多面的利用；恒星社厚生閣、
②藻類と環境，水環境の今と

上市 7 ★★ ★★ ★★ ∞

未来；生物研究社）

5
プロジェクトによる追加的な効果の見方
性能向上、コスト削減、品質向上 ★★★ 著しく効果有り、 ★★: かなり効果有り、 ★: 少し効果有り、-: 無し・無回答
実用化前倒し効果 ∞: プロジェクトがなかったら事業を展開していなかった。



新たに把握した主な上市・製品化事例（概要）（2/4）
支援
段階 実用

分野 プロジェクト名
終了
年度

企業名 開発した技術名 商品（製品）名
上市/
製品化
段階

にお
ける
支援
割合
（割）

性能
向上

コスト
削減

品質
向上

実
化前
倒し
効果
（年）

高 効 率 ク リ ン エ ネ ル いすゞ自動車株
省エネ

高 効 率 ク リ ー ン エ ネ ル
ギー自動車の開発

H15
いすゞ自動車株
式会社

尿素SCRシステム 未定 製品化 1 - - ★ 0

省エネ
内部熱交換による省エネ
蒸留技術開発

H17
木村化工機株式
会社

HIDiC（内部熱交換型蒸留塔） HIDiC（内部熱交換型蒸留塔 上市 8 ★★ ★ ★★ ∞

省エネ
超高効率天然ガスエンジ
ン・コンバインドシステム H19

三菱重工業株式
会社

ガスエンジン高総合効率化技術 MACHⅡ-SI 上市 3 ★★ ★ ★ 1
技術開発

会社

燃 料 電
池 ・ 水
素

水素安全利用等基盤技
術開発

H19
川崎重工業株式
会社

液体水素コンテナの開発 液体水素コンテナ 上市 5 ★★ ★ ★★ 数年

燃 料 電
圧力センサ： KJ16、KJ91本
質安全防爆構造圧力トランス燃 料 電

池 ・ 水
素

水素安全利用等基盤技
術開発

H19
長野計器株式会
社

高圧水素用圧力計測機器の製品化
技術

質安全防爆構造圧力トランス
ミッタ
圧力計： GF32-H01、GF37-
H01 ブルドン管圧力計

上市 6 ★★ - ★★ 5

燃 料 電
池 ・ 水

水素安全利用等基盤技
術開発

H19
株式会社フジキ
ン

超高圧水素用遮断弁・制御弁
超高圧水素用遮断弁・制御
弁

上市 7 ★★ ★ ★★ 1
素

術開発 ン 弁

環境
高精度・簡易有害性(ハ
ザード)評価システムの開
発

H17
三菱化学メディエ
ンス株式会社

毒性ﾏｰｶｰ探索試験（トキシコゲノミ
クス，オミクス試験）

- 製品化 5 ★★ ★★ ★★ 5

高精度・簡易有害性(ハ
財団法人化学物

プロテオーム解析に基づく毒性研究
（二次元電気泳動データベースを基

二次元電気泳動データベー
環境 ザード)評価システムの開

発
H17

財団法人化学物
質評価研究機構

（二次元電気泳動データベースを基
盤とするタンパク質発現量の定量比
較解析）

スを基盤とするタンパク質発
現量の定量比較解析

上市 6 ★★ ★ ★★ 2

環境
省エネルギー型廃水処理
技術開発

H17 株式会社IHI オゾンによる染色廃液の脱色技術 蛍光探傷剤廃液の脱色装置 製品化 5 ★★ ★ ★ ∞

6
プロジェクトによる追加的な効果の見方
性能向上、コスト削減、品質向上 ★★★ 著しく効果有り、 ★★: かなり効果有り、 ★: 少し効果有り、-: 無し・無回答
実用化前倒し効果 ∞: プロジェクトがなかったら事業を展開していなかった。



新たに把握した主な上市・製品化事例（概要）（3/4）
支援
段階 実用

分野 プロジェクト名
終了
年度

企業名 開発した技術名 商品（製品）名
上市/
製品化
段階

にお
ける
支援
割合
（割）

性能
向上

コスト
削減

品質
向上

実
化前
倒し
効果
（年）

光触媒利用高機能住宅 パナソニック電工
環境

光触媒利用高機能住宅
用部材プロジェクト

H17
パナソニック電工
株式会社

光触媒表面コーティング技術 － 製品化 6 ★ - ★ 2

環境
光触媒利用高機能住宅
用部材プロジェクト

H17
アキレス株式会
社

合成皮革への光触媒担持 家具用合成皮革 上市 2 ★ - - 1

環境
光触媒利用高機能住宅
用部材プロジェクト

H17
住江織物株式会
社

可視光応答型光触媒を用いた自動
車用シート地の開発

－ 製品化 3 ★★★ ★★ ★★★ -

環境
高温鉛はんだ代替技術
開発

H19
エスペック株式会
社

熱伝導率測定技術 熱特性評価装置 製品化 2 ★★ - ★★ ∞

電 子 ・
情報

超高密度電子SI技術の
研究開発

H15
沖電気工業株式
会社

貫通電極形成技術
貫通電極を有するイメージセ
ンサ

製品化 10 ★★ ★ ★ 2～3

電 子 ・ 省エネ型次世代PDPプロ
H17

株式会社次世代
PDP 開 発 セ ン高効率プラズマパネル技術 プラズマテレビ 製品化 5 ★★ ★ ★★

情報
代

ジェクト
H17 PDP 開 発 セ ン

ター
高効率プラズマパネル技術 プラズマテレビ 製品化 5 ★★ ★ ★★ -

電 子 ・
情報

極端紫外線(EUV)露光シ
ステム開発プロジェクト

H19 株式会社ニコン
EUVリソグラフィ装置の光学系に関
する技術（加工、計測、コンタミ制御
等）

EUVフルフィールド露光装置
S701A（通称：EUV1、研究開
発用装置）

製品化 2 ★★★ ★★ ★★ 2

機械
次世代ロボット実用化プ

H17
株式会社安川電

7自由度双腕移動型ロボット S tP lⅤ 製品化 1 ★ ★ 0機械
代 実

ロジェクト
H17

株
機

7自由度双腕移動型ロボット SmartPalⅤ 製品化 1 ★ - ★ 0

機械
次世代ロボット実用化プ
ロジェクト

H17
富士電機システ
ムズ株式会社

ユビキタス街角見守りロボットシステ
ム

街角見守りシステム 製品化 3 ★★ - ★★ -

機械
次世代ロボット実用化プ
ロジェクト

H17 株式会社ココロ

音声認識による会話が可能な人体
型ロボット（アクトロイドDER２自体は、通常音声対話シ

ステムを持たせていないため 顧客の要望に応じて 音声対
アクトロイドDER2 上市 3 ★★ - ★★ 1～2

ロジェクト ステムを持たせていないため、顧客の要望に応じて、音声対
話システムをカスタマイズ制作・搭載し、レンタルする場合も
あり）

機械
次世代ロボット実用化プ
ロジェクト

H17
株式会社アドバ
ンスト･メディア

会話が可能な人体型ロボットに組み
込むための音声認識技術

株式会社ココロ 「アクトロイ
ドDER2」

上市 1 ★ ★ ★ ∞

機械
次世代ロボット実用化プ
ロジェクト

H17
日本電気株式会
社

コミュニケーションロボット技術
コミュニケーションロボット
PaPeRo

製品化 1 ★★ - ★★ -

7
プロジェクトによる追加的な効果の見方
性能向上、コスト削減、品質向上 ★★★ 著しく効果有り、 ★★: かなり効果有り、 ★: 少し効果有り、-: 無し・無回答
実用化前倒し効果 ∞: プロジェクトがなかったら事業を展開していなかった。



新たに把握した主な上市・製品化事例（概要）（4/4）
支援
段階 実用

分野 プロジェクト名
終了
年度

企業名 開発した技術名 商品（製品）名
上市/
製品化
段階

にお
ける
支援
割合
（割）

性能
向上

コスト
削減

品質
向上

実
化前
倒し
効果
（年）

ナノ・材ナノマテリアル・プロセス 岡本硝子株式会ナノ・材
料

ナノマテリアル・プロセス
技術（ナノガラス技術）

H17
岡本硝子株式会
社

ガラスの接合 － 製品化 7 ★★★ ★★ - ∞

ナノ・材
料

ナノマテリアル・プロセス
技術（ナノ粒子の合成と
機能化技術）

H17 株式会社カネカ 熱伝導性樹脂の開発 商品名未設定 製品化 1 ★★★ - ★ -

ナノ・材マイクロ分析・生産システ 富士フイルム株
マイクロ化学プロセス技術を用いた

ナノ・材
料

マイクロ分析・生産システ
ムプロジェクト

H17
富士フイルム株
式会社

高濃度透明有機ナノ顔料分散液の
製造

－ 製品化 5 ★★★ ★★ ★★★ -

ナノ・材
料

次世代半導体ナノ材料高
度評価プロジェクト

H17
住友ベークライト
株式会社

高コントラスト・高感度感光技術
ス ミ レ ジ ン エ ク セ ル CRC-
8000シリーズ

上市 1 ★★ ★ ★★ 0.5

ナノ・材
精密高分子技術（高機能
高分子材料の実用化技 H19

株 式 会 社 デ ン
難接着部材へのプラズマ処理技術

自動車用圧力センサー、自
上市 5 ★★★ ★ ★★★ 2

料
高分子材料の実用化技
術開発）

H19
ソー

難接着部材へのプラズマ処理技術
動車用エアフロメータ

上市 5 ★★★ ★ ★★★ 2

ナノ・材
料

精密高分子技術（高機能
高分子材料の実用化技
術開発）

H17
日立化成工業株
式会社

ナノ相分離を利用した接着フィルム
フレキシブルディスプレイ用
接着フィルム

製品化 2 ★★★ ★ ★★★ 2～4

バイオ・ バイオ・IT融合機器開発
H17 富士通株式会社

修飾型DNAアプタマー開発基盤技修 飾 型 DNA ア プ タ マ ー (A-
製品化 3 ★★★ ★★★ ∞

医療 プロジェクト
H17 富士通株式会社

術 Daptamer)
製品化 3 ★★★ - ★★★ ∞

バイオ・
医療

バイオ・IT融合機器開発
プロジェクト

H17
株式会社日立ハ
イテクノロジーズ

電子捕獲解離（ECD）技術 NanoFrontier eLD 上市 2 ★★ ★ ★★ -

8
プロジェクトによる追加的な効果の見方
性能向上、コスト削減、品質向上 ★★★ 著しく効果有り、 ★★: かなり効果有り、 ★: 少し効果有り、-: 無し・無回答
実用化前倒し効果 ∞: プロジェクトがなかったら事業を展開していなかった。



上市・製品化に到達した企業の41%が、実用化の時期が早まったと回答していた。又、プロジェクトへ
の参画がなければ製品化が無かったとの回答も30%見られ 合わせると71%が実用化時期の前倒し

NEDOプロジェクトによる実用化前倒し効果とその理由

の参画がなければ製品化が無かったとの回答も30%見られ、合わせると71%が実用化時期の前倒し

に有効だったとの回答。前倒し理由は以下に列挙するが、「企業では手を広げ難い大学との連携によ
るメカニズム解明」、「ユーザーとの連携によるニーズ把握」、「実証研究/信頼性評価」等が挙げられた。

H21調査結果

早まっ
変わら

遅れた

0社

その他

11社
18%

H21調査結果

前倒し年数 理由

5年 必要な技術開発の加速化と最新機器の導入による技術評価が可能となった。

2-4年程度 大学の基盤技術と教授の指導力、情熱。
た

25社
41%

NEDO
プロ無

ければ

事業展

変わら

ず

7社
11%

0%
2年以上 開発技術等の具体的検証を行ったこと。

2年程度 大学との連携により理論的考察(メカニズム解明)ができたため。

2年程度 研究用装置（加工・計測）を早めに導入して、加工・計測技術を速やかに向上
することができた。事業展

開せず

18社
30%

n=61
2年程度 基礎検討の実施とデータの蓄積。

2年 外部連携とブレイン(大学)の確保

2年 ユーザーと連携し実証試験を実施できたため

技術シーズとニーズのマッチングが早まった (ユーザーの情報が早く入手可

変わらず

遅れた

1 社
1%

その他

6 社

H16～H20 調査 累計

数年 技術シーズとニーズのマッチングが早まった｡(ユーザーの情報が早く入手可
能となった) 

数年 終了後、プロジェクトでの知見・データを根拠の１つとして導入できた

1年程度
評価技術が標準化されていなかったため開発品の優位性が明白でなかった
が、プロジェクトに参画する事で得意先への評価信頼性が認められ、早期に

早まった

91 社NEDOプロ無

れば事業

変わらず

26 社
14%

1%
社
3% 開発することができた。

1年程度 技術課題の克服ができたため

51%ければ事業

展開せず

56 社
31% n=180 9



NEDOプロジェクトにより得られた追加的な効果(品質、コスト、性能)

上市・製品化が今回判明した企業(65社)に対し、「NEDOプロジェクトに参画していなかった場合」と
比較して、NEDOプロジェクトの成果は、実用化した製品の品質(信頼性)、コスト、性能の3項目に対
し、どれに貢献したかを4段階で尋ねた。
NEDOプロジ クトの効果は 「コスト削減」よりむしろ「品質向上」「性能向上」にあ たとの回答が

製品（技術）の

NEDOプロジェクトの効果は、「コスト削減」よりむしろ「品質向上」「性能向上」にあったとの回答が
多い。

14% 56% 29% 2%
製品（技術）の

品質向上

8% 24% 40% 29%
製品（技術）の

コスト削減

24% 63% 13%
製品（技術）の

性能向上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

著しく かなり 少し 全く

効果があった 効果があった 効果があった 効果がなかった
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プロジェクト成果からの派生技術／技術転用

平成21年度調査対象企業における派生技術／技術転用

プロジェクト成果を、研究開発テーマ以外で派生的に活用している事例を把握。

上市 製品化企業の25% 継続企業の27% 継続後中止企業の27%がプロジ クト成果を新しい製上市・製品化企業の25%、継続企業の27%、継続後中止企業の27%がプロジェクト成果を新しい製

品や製造プロセスに活用していることが判明。

現状段階別の派生技術

／技術転用の有無

具体的な派生技術／技術転用

の事例（抜粋）

ある

ない
102社
75%

終
了
年
度

プロジェクト
名

プロジェクト期間中
のテーマ名

派生技術／
技術転用の内容

ある
34社
25%

上市・製品化企業 (n=136) H15
超 電 導 発 電

機 器 基 盤 技

術研究開発

高 密 度 化 基 盤 技

術の研究開発

医療用MRI用NbTi超

電導線の量産化技

術に活用。

あるある

ない
46社

H17
マ イ ク ロ 分

析・生産シス

テム

マイクロチップ技術

開 発 ／ 環 境 免 疫

分析の開発

MEMS技術を応用し

たメタノール濃度計

の開発を進める際の

バックボーンとなって

ある
17社
27%

具体例
（抜粋）

ある
85社
27%

ない
233社

継続後中止企業 (n=63)

73%
テム 分析の開発 ックボ ンとなって

いる。

11

233社
73%

継続企業 (n=318)



NEDOプロジェクトに期待していたメリットと実際に得られたメリットの比較

実際に得られた主なメリットは 「技術的課題の克服」 「スピ ドアップ」 「ネットワ ク」 「人材育実際に得られた主なメリットは、「技術的課題の克服」、「スピードアップ」、「ネットワーク」、「人材育
成」。NEDOプロジェクトに期待した主なメリットと、ほぼ同じ。
研究継続後中止した企業の得たメリットはあるものの、上市・製品化企業に比べ全体的にやや低い。

5

技術的課題の

克服

社内における開

技術的課題

の克服

NEDOプロジェクトにより得られたメリットNEDOプロジェクトに期待したメリット

2

3

4

5
コスト的課題の

克服

技術開発・製品

開発のスピード
社外での知名度

社内における開

発活動の正当

性確保

2

3

4

5
コスト的課題

の克服

技術開発・製

品開発のス

PJ参加による

社外での知

PJ参加による

社内での正

当性確保

0

1
開発のスピード

アップ

他機関との人

的・組織的ネット
技術標準化の

促進

向上

0

1
品開発のス

ピードアップ

他機関との人

的・組織的

ネ ト ク

技術標準化

の促進

社外での知

名度向上

的 組織的ネッ

ワークの形成

他機関との共同

による技術力の

向上

人材育成（研究

者の質的向上）

促進ネットワーク

の形成

他機関との共

同による技術

力の向上

人材育成（研

究者の質的

向上）

の促進

ハイリスクな研

究開発の実施

リスクの分散

上市・製品化企業 (n=65)

継続後中止企業 (n=62)5 : 全くその通り 5 : 当初の目標を遙かに超えた成果が得られた
が

12

4 : その通り
3 : どちらとも言えない
2 : あてはまらない
1 : 全くあてはまらない

4 : 当初の期待通りの成果が得られた
3 : どちらとも言えない
2 : 当初の期待ほどの成果は得られなかった
1 : 当初の目標をほとんど実現できなかった



３ ．マネジメント向上への示唆

上市・製品化、継続後中止事例のケーススタディ

今回の調査で新たに把握した上市・製品化できたテーマ(17件)及び継続後中止にいたったテーマ(12
件)についてそれぞれの企業をヒアリングした。成功要因、教訓とすべき要因を抽出した。

【成功事例】 【教訓とすべき事例】

PLの強いリーダーシップ •指導力、熱意

【成功事例】 【教訓とすべき事例】

技術課題を解決できず •開始時での要素研究レ
ベルにも課題

圧倒的技術レベルの高さ •実証試験による証明

市場ニーズとの合致 •CO2削減

標準化に遅れ •海外が先行

経済動向 業績不振 •リーマンショックにより経

他の用途への適応 •他の分野ではユニークな
技術

メカニズム解明
（大学の力を活用）

•製品化の理論付け

経済動向、業績不振 営方針変更。選択と集中

コスト面での問題 •コスト面で競合技術に対
し競争力なし。

事業化シナリオに課題（大学の力を活用）

事業部門・営業部門
との連携

•事業化シナリオあり
•ユーザーの開拓進める

ビジネスモデルの転換 •買取からリースビジネス

新規事業探索
•事業化シナリオに課題
•成長性が想定外、中断

【まとめ】
・製品化への決断にはメカニズム解明が不可欠。他分野への用途拡大にもつながる。

ビジネスモデルの転換 •買取からリースビジネス
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製品化への決断にはメカニズム解明が不可欠。他分野への用途拡大にもつながる。
・開始時で事業化シナリオを共有する事業部門の関与は不可欠。遅くとも中間段階までには

関与すべし。
・海外の標準化動向のウォッチは不可欠。さもなくは、製品化には成功しても事業拡大なし。



プロジェクト終了時の平均ステージと上市・製品化企業率
(対象: 平成15年度に終了したプロジェクト)

平成15年度終了プロジェクトの全体的傾向を示す指標のひとつとして プロジェクト別の上市・製品化率を示す平成15年度終了プロジェクトの全体的傾向を示す指標のひとつとして、プロジェクト別の上市・製品化率を示す。

プロジェクト終了時までに研究段階を完了し技術開発段階まで達していることが、その後の企業活動における上市・
製品化の割合を高めることが判る。

100

終
了
後
5に

90

80

5
年
以
内

至
っ
た
企

70

60
内
に
上
市

企
業
の
割
合

50

40

・
製
品
化

合
（
％
）

30

20

0 1 2 3 4

段
階

10

研究 技術開発 製品化 上市中止

プロジェクト終了翌年度のステージ（参加企業の平均） 14



追跡調査では 下記の定義を提示して現状がどの段階にあるかを質問している

(参考) ステージ(段階)の定義

段階 定義 活動主体 活動の内容 アウトプットイメージ

継続的取り組
プロジェクト成果を活用し、プロジェクトの目的を果た

研究テ 中止の

追跡調査では、下記の定義を提示して現状がどの段階にあるかを質問している。

0 (中止)
継続的取り組
みの中止

プロジェクト成果を活用し、プロジェクトの目的を果た
す為の継続的活動を中止(本来の目的と異なる分野へ
の転用等を行っている場合も同様)

研究テーマ中止の
決定

1 研究段階
基礎的/要素
的な研究

研究開発
部門 現象の新規性や性能の進歩性等について把握。

社内レポート、特許、
論文等1 研究段階 的な研究 部門 現象の新規性や性能の進歩性等について把握。
論文等

2
技術開発

段階

製品化/上市
を視野に入れ
た研究

研究開発
部門

無償サンプル作成やユーザーへのマーケティン
グ調査により、技術やコストの優位性、量産化
技術 等 把

製品化/上市の判
断材料となる研究
結果等段階 た研究

部門
技術の課題等についての把握。 結果等

3
製品化

階

製品化、量産
化 技 術 の 確 事業部門

製品化への社内承認、試作機の製造、所管省
庁/監督団体による販売承認/検査 製品を市

有償サンプル、量
産試作の実施、製
造 イ 設置 原価3

段階
化 技 術 の 確
立

事業部門 庁/監督団体による販売承認/検査、製品を市
場に投入するための設備投資の実施等。

造ライン設置、原価
計算等

4 上市段階
市 場 で の 取 事業部門

(販売部 （市場での取引を実施できる状況）
製品ラインアップ化
(カタログ掲載) 継

プロジェクト終了時の「平均段階」 追跡調査で把握した終了翌年度の段階を左端

4 上市段階
引

(販売部
門)

（市場での取引を実施できる状況） (カタログ掲載)、継
続的な売上発生等

プロジェクト終了時の「平均段階」 ＝追跡調査で把握した終了翌年度の段階を左端
の数値に置換し、プロジェクト毎に平均
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４．ホームページでの実用化事例の紹介

追跡調査で把握された実用化事例(NEDOプロジェクトにより実用化につながった製品等)について、
開発エピソード、ブレークスルーのポイント、NEDOマネジメントの果たした役割等を分かり易くまとめ、
NEDOメール配信サービス、ホームページで順次公開。

① 「コットンを熱で溶かし、思い通りの断面形状の繊維に！」 東レ

②「世界初 イブ ド自動車 ウムイオ 電池を量産化 立 ﾞ ｸ ﾅ ﾞ②「世界初、ハイブリッド自動車用リチウムイオン電池を量産化」 日立ﾋﾞｰｸﾙｴﾅｼﾞｰ

③「トラック・バスにもハイブリッドの風、実用化進む、低公害・低環境負荷型商用車」 三菱ふそうﾄﾗｯｸ・ﾊﾞｽ

④「シ を使わな 新 太陽電池を大量生産 昭和シ 油④「シリコンを使わない新しい太陽電池を大量生産へ」 昭和シェル石油

⑤「資源を上手に利用するアモルファス太陽電池」（仮題） 三菱重工業

⑥「より微細な半導体デバイ を作るため 表 加 欠か な ザ 光源を開発 ギガ⑥「より微細な半導体デバイスを作るために、表面加工に欠かせないレーザー光源を開発」 ギガフォトン

⑦「温暖化の影響を限りなく軽減 半導体CVDクリーニングガス「COF2」誕生」 関東電化工業

⑧「脳腫瘍 術後生存率を劇的 向上 生活復帰も順調 次世代型 手術室 東京女 大⑧「脳腫瘍の術後生存率を劇的に向上、生活復帰も順調、次世代型の手術室」 東京女子医大

⑨「膜タンパク質の形を描き出し、創薬に貢献する電子顕微鏡の開発」 日本電子

⑩「血液型からイ ザま 関与 “第 鎖”糖鎖を作りだす道具 東京化成 業
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⑩「血液型からインフルエンザまで関与 “第三の鎖”糖鎖を作りだす道具」 東京化成工業


